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本 部

1.乱 塊法に よるスギ品種試験地の

5年 目の結果 について

一 六演習林共同試験の うち粕屋

演習林第1試 験地報告 一

木 梨 謙 吉 ・宮 島 寛

1.緒 言

これは六演習林共 同試験 として実施 したス ギ品種試験 の うち、 九州大学粕屋演習林 の弟1

試 験地 についての結果の一部で ある。 第1試 験地 は昭和43年 に設定 され、毎年、造林学実

習の際、学生プこちによ つて測定 され た もので、森林実族 討画法 の講義 の演習 と して、学生 に

一部計算 の練習 に用いた ものであるoこsに 掲げ る資料 は賂和48年3 .月の造林学実 習で測

定 され た もので、植栽 後満5年 を経過す るので、樹 高 と根元直径 の分散分析 の結果 を記録 と

して報告 してお きたい。Zitfo.こ の試験地 を含ん で、植栽 後5年 間 は毎年測 定 し、その後 は5

年 こ とに測定す る ように、一応下表 の ように計 画 してい る。

表1.六 演習林共同ス ギ品橦試験地の測定回数

(こ の表 は昭和48年11月 各 演習林 に送 付 した。)

なお試験地の詳細は九大演習林報告第47号 九州産スギ品種の特性 に関する実験統計学的

航究(21～75頁)を 参照 したらよい。

したか ってこの報告は粕屋演習林における第1試 験地の弟6回 目の測定結果である。

2,試 験 地 の 概 要 と平 均 測 定 値



試験地 については上記演習林報告50頁 に位置 図かあるが、便宜 のため再掲 する とともに、

本数、樹高、直径 の測定結果 を記入 して しめすQ

表 一2.品 種 別 、 ブロック別樹 高訟 よび根元直径 測定平均値

峯 側

各 ブPッ トは1.6m×1。6mの 間 隔 で5×6植 栽本す なわち、 はじめは50本 植 であるか

枯 損の状態はつ ぎの ようである。



表 一&プ ロッ ト当 り欠損本数別 プ ロッ ト数

全植栽 本数を5・ 本 ×5・ カ ット=9・ ・本 とする と久損率は96。0。=…6,1・ ・

本 につ き6.7本 程 度 で あるo

な慶、 これ を品種 ご とにみ る と、次表の とお・りである。

表 一4品 種、久損本 数別ブWッ ト数k一 よび久損実数

E(メ アサ)が 少 し悪 いのは、 その ときの苗木 のせい と思われ るoD(ヤ ブク`fY)は 欠損が少ないb



5.樹 高 の 分 散 分 析

表 一5樹 高 の 表



分 散 分 析 表

樹高は品種間に著 しい有意差かある。

4.直 径 の 分 散 分 析

表 一6直 径 の 表

(平均値



全 平 方 和SST=75158.9830-67847,1941

ブロック平 方和SSB=

品種 平方和SSTr=

誤差平方和SSE

分 散 分 析 表

直径は品種間に有意差がある。

5. NEW MULTIPLE RANGE TEST 

   DUNCAN  I(C  /  Z NEW MULTIPLE RANGE TEST JEROME C . R. LI 0



STATエSTエCALINFERENCEエ(1964)に よ っ て 、 樹 高 と直 径 に つ い て 行 う と次

の よ うに な る。

こ の 方 法 は 最 小 有 意 差THELEASTSIGNIFiエCANTDエFFERENCEの 原 理 と同

じ で あ る。 こ のLSDは2つ の 平 均 値 の 比 較{(用 い ら れ る か 、2つ 以 上 の 場 合 に はTHE

SHORTESTSエ(}NエFエCANTRANGE(SSR)を 用 い る。SSRを 用 い る 方 法 をNEW

MULT工PLERANGETESTと 云 う。

まず平均値の麟 誤差は 厚 「から求められる.こ 東 ・・は分散分析表の誤差の 麟
〉

あ る。 またnは 各処理平均 の もとに な った数、 すなわ ちこXで はBLOCK数 で ある。 同書

611頁 のAPPEND工Xに あ るTABLE8a。SIGMF工CANTSTUDENTIZED

RAN(}ESFORA5%[[,EVELNEWMULTエPLERANGETESTの 表 か ら、自

由 度20の 横 行 をみ る。 この 自由度20は 分散 分析表 の誤差 の 自由度 、す なわ ちS2の

自由度 である。 比較 しようとする品種 の数 は全部 で6で あるか ら、9の2,3,4,5,6の 縦 列 と

さ きの横行 の交点 の数値2.95,3.10,5.18,3.25k・ よび5.30を と り出 し、 これ に標 準誤差

を乗 じてSSRを 計 算 してある。

(D樹 高 について

平 均 樹 高 の 低 い 方 か ら順 序 に 品 種 を 列 べ る と、

EFDCBA

155.23177.77205.95244。18295.〔}0306.21(em)

平 均 値 の 標 準 誤 差 は

こ れ に5%の 場 合 の 表 の 値 、2.95,5.10,5.18,3.25ieよ び5.50を 乗 じ て 、

9:25456

SSR:50.4252.9854.5555.5456.40(cm)

を 計 算 す る。9は 平 均 値 のRANGEを あ ら わ し、 た と え はE-Aは6コ の 平 均 値 の

IRANGEを しめ し、 だ と え はE-A=155.23-506.21の 差 は150.98で あ る 。 こ れ と

SSRの56.40と 比 較 す る こ と に よ っ て 有 意 差 を 決 定 す る。



表 一7樹 高のNEWMULTエPLgRANGETgST

これ をま とめて

直線 でアンダー ライン した品種間には有意差がない ζとを示 してい るo

これか らみ ると、(ク モ トオシとヤ イチ)、 裂ヤイチ とオ ビアカ)、(オ ビアカ とヤブ

クグ リ)、(ヤ ブクグ リ、 アヤス ギ、 メアサ)は それぞれ有意差 がない が、互 に末端 で重

な ってい るので、此等 の品種は連続 して慶 り、 明確 な群 として分離 しがたい。

㈹ 根元直径につい て

平均直径 の小 さい方 か ら順序 に品種 を列べ、



平均値の標準誤差は

これ に5%の 場 合 の 表 の 値 、2.95,5.10.3.18、 乙25お よ び550を 乗 じ て

を計算 し、樹高の場合 と同様に検定する。

表 一8.根 元直径のNEWMULTIPLERANGETEST

これ をま とめて



直径 は最小の メアサ と最大 のヤ ィチお よび次のクモ トオシの間 に差 が認 められ るだけで、

そ の他は有意差 がない。 この ことは地際附近 での直径の大 きさは、この段階 ではそれ程 明確

な差 を示 さない と思 われ る。

6.考 察

以 上か ら植 栽後5年 でのスキ品種の生長 は、樹高、直径 とも、従来 か ら生長が よい といわ

れ ていた、 クモ トォシが樹高 で、 ヤ イチ は直径 で1位 とな り、 それぞれ2位 までを しめて、

きわめて優秀で あるoつ いでオ ビス ギが樹 高、直径 とも5位 を占め、 ヤブクグ リは樹高 で、

アヤスギは直径で4位 とな リメアサは樹高、 直径 とも最下位 とな った。 これは単 に この試験

地だ けの結果で あ って、他 の試験地 との比較 を しなけれ はな らないか、一つの傾向は うかが

え るであろ う。

なお樹 高 と直径 を大 きさの順序 に図示す る と次図の ようになる。

表一9樹 高 対 直 径 順 位
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つ ぎに、樹 高 と根元直径 を各 品種別 にそれぞ れプ 録ック ごとに検討 すれ ば、 ブ ロック問 に

バ ラツキが大 きい品種 と小 さい品種 のある ことがわかるoす なわ ち、局所的土壌条件 に対 す

る生長反応 の鋭敏 な品種 と比較的鈍重 な品種が ある。 た とえは、前者 はヤ ィチ(B)と ク モ

トオシ(A)で あ 参、後者 はメアサ(E)で あ るoま た、土 壌条件 のす ぐれた ところで生長

が よく、 しか も比較的瘡 せ地で もあま り生 長が劣 らない品種 として オビア ヵ(C)が あ け ら

れ 、癖せ地 で生長 が悪 く、土 壌条件 の よい ところで も必ず しもす ぐれた生長 を示 さない品種

としてアヤスキ(F)を あげ ることかで きるoヤ プクグ リ(D)は これ らの中間の性 質 を示

す傾向がある。 ついで樹 高生長 に対 して直径生長 の割合か大 きい品種 と してメアサ、アヤ ス

ギか あり、小さい品種 として クモ トオシ、ヤ イチがあげ られ る。 ヤブクグ リ、 オビアカはこ

の

れ らの中間 とい うことがで き ようo

以 上の ような傾向は、九州産 さ しス ギ品種の特性 と して興味 のあるこ とであるが、 この こ

とは前述の と於 り、九大粕演 での第1試 験地 の5年 生 の結果 であ って、今後ngli、 第 箆試験

地 について、 しか もメ演習林全体 に対 して、十 分比較検討 の うえ で結論す べきこ とであるか、

今後 の研究課題 と してあえて考察 を加え た次第 である。
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